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Ⅰ．検査目的及び検査項目 

本検査は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に

関する規則（以下「規則」という。）第２０条第１項の表第一号、第二号及び第三号の工事の工程に

係る検査項目の使用前検査について、福島第一原子力発電所に係る使用済燃料乾式キャスク仮保管設

備のうち使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ）、乾式キャスク支持架台及びコンクリ

ートモジュールの工事が認可された実施計画（＊１）に従い行われていることを確認するもので、以

下の検査（＊２）を実施する。 

なお、乾式キャスク支持架台及びコンクリートモジュールの材料検査、寸法検査、外観検査及び組

立・据付検査については、別要領書（原規規収 2102032 号 02）を策定し、実施する。 

 

１．材料検査 

２．寸法検査 

３．外観検査 

４．耐圧・漏えい検査 

５．機能検査 

（１）伝熱検査 

（２）気密漏えい検査 

（３）未臨界検査 

（４）吊上荷重検査 

（５）模擬燃料集合体挿入検査 

（６）密封監視機能検査 

（７）除熱監視機能検査 

（８）外観・据付検査 

 

＊１：認可された実施計画とは、原子力事業者等が核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関

する法律第６４条の２第２項の規定に基づき原子力規制委員会に提出し、認可された実施計

画 

＊２：材料検査、寸法検査、外観検査、耐圧・漏えい検査は規則第２０条第１項の表第一号、機能

検査のうち伝熱検査、気密漏えい検査、未臨界検査、吊上荷重検査、模擬燃料集合体挿入検

査、密封監視機能検査及び除熱監視機能検査は規則第２０条第１項の表第二号の工事の工程

に係る検査項目である。また、機能検査のうち外観・据付検査は規則第２０条第１項の表第

三号の工事の工程に係る検査項目である。 
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Ⅱ．検査対象設備及び範囲 

検査の対象は、実施計画に記載された以下の設備とする。 
詳細は、添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料１．「実施計画（抜粋）」を参照のこと。 

機器名称 個数 

使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 
使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 
（73～81 号機） 
乾式キャスク支持架台 
コンクリートモジュール 

９基 

 

 

Ⅲ．検査場所 

申請書「検査を受けようとする場所」の欄に記載のとおり 

 

 

Ⅳ．実施計画の認可関係 

認 可 番 号 

（ 認 可 年 月 日 ）  
認 可 機 器 

原規福発第 1308142 号 

（平成２５年８月１４日） 

原規規発第 2009291 号 

（令和２年９月２９日） 

使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

 

 

Ⅴ．検査方法 

共通事項 

（１）使用前検査申請書の確認 

ａ．本検査に係る使用前検査申請書（変更申請を含む。）が準備されていることを確認する。 

ｂ．検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。 

 

１．材料検査 

（１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録（材料検査証明書含む）が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

（２）検査手順 

実施計画に記載されている材料が使用されていることを申請者の品質記録により確認する。 
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２．寸法検査 

（１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限内

であることを校正記録等により確認する。 

（２）検査手順 

実施計画に記載されている主要寸法を 1箇所以上立会により確認し、その他は申請者の品質

記録により確認する。 

 

３．外観検査 

（１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

（２）検査手順 

使用済燃料収納前の状態における外観について、1 箇所以上立会により確認し、その他は申

請者の品質記録により確認する。 

 

４．耐圧・漏えい検査 

（１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限内

であることを校正記録等により確認する。 

ｄ．系統構成されていることを確認する。 

（２）検査手順 

組立前及び容器完成後において、機器等が検査圧力に耐え、変形等の異常が生じていないこ

と、及び耐圧検査終了後、耐圧部からの漏えいの有無を 1基以上立会により確認し、その他は

申請者の品質記録により確認する。 

詳細は添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料２．「耐圧・漏えい検査要領」を参照のこ

と。 

 

５．機能検査 

（１）伝熱検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 
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ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

２）検査手順 

容器内部に使用済燃料を模擬するヒータを挿入して発熱させ、定常状態における胴内面及

びバスケットの温度を 1基以上立会により確認し、その他は申請者の品質記録により確認す

る。 

（２）気密漏えい検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

２）検査手順 

使用済燃料収納前後に、ヘリウムリーク法及び真空放置法により、一次蓋金属ガスケット

部並びに一次蓋ベント用及びドレン用カバープレート金属ガスケット部の漏えい率を1基以

上立会により確認し、その他は申請者の品質記録により確認する。 

詳細は添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料３．「機能検査（気密漏えい検査）要領」

を参照のこと。 

（３）未臨界検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

２）検査手順 

バスケットについて、設計の材料特性（化学的性質、機械的性質）に適合することを申請

者の品質記録により確認する。また、バスケットの主要寸法（バスケットの内幅及びプレー

ト厚さ）が許容範囲内であること、及びバスケットの外観に異常のないことを 1基以上立会

により確認し、その他は申請者の品質記録により確認する。 

なお、設計の材料特性（化学的性質、機械的性質）は、日本機械学会 事例規格「バスケッ

ト用ボロン添加ステンレス鋼板 B-SUS304P-1 に関する規定」（JSME S FA-CC-004-1）を参照

のこと。 

（４）吊上荷重検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限
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内であることを校正記録等により確認する。 

２）検査手順 

キャスクの吊上げ時重量の２倍（２４０．４ｔ）以上の荷重をトラニオンに５分以上負荷

し、トラニオンの外観に異常のないことを 1基以上立会により確認し、その他は申請者の品

質記録により確認する。なお、確認するトラニオンは、上部については０°－１８０°及び

９０°－２７０°の位置、下部については９０°－２７０°の位置とする。 

（５）模擬燃料集合体挿入検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

２）検査手順 

代表５セルについてバスケットへ模擬燃料集合体（一辺 140.7mm 以上）の挿入、取出しを

行い、支障がないことを 1基以上立会により確認し、その他は申請者の品質記録により確認

する。 

（６）密封監視機能検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

２）検査手順 

検査用計器により指示値を変化させ、設定値どおり警報及び表示灯が作動することを 1基

以上立会により確認し、その他は申請者の品質記録により確認する。 

（７）除熱監視機能検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

２）検査手順 

検査用計器により指示値を変化させ、設定値どおり警報及び表示灯が作動することを 1基

以上立会により確認し、その他は申請者の品質記録により確認する。 

（８）外観・据付検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 
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２）検査手順 

申請された検査対象範囲について、機能・性能に影響を及ぼす表面のかき傷、クラック、

変形等の有害な欠陥がないこと並びに機器の据付位置及び据付状態を1基以上立会により確

認し、その他は申請者の品質記録により確認する。 

 

 

Ⅵ．判定基準 

１．材料検査 

実施計画のとおりであること。 

 

２．寸法検査 

実施計画に記載されている各部の主要寸法の計測値が許容寸法を満足すること。 

許容寸法は添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料１．「実施計画（抜粋）」を参照のこと。 

 

３．外観検査 

有害な欠陥（表面かき傷、摩耗、クラック、腐食、変形等の欠陥のうち、機器の健全性に影響を

及ぼすもの）がないこと。 
 
４．耐圧・漏えい検査 

検査圧力に耐え、変形等の異常のないこと、及び耐圧部から漏えいがないこと。 

 

５．機能検査 

（１）伝熱検査 

周囲温度を補正した温度が最高使用温度以下であること。 

 

（２）気密漏えい検査 

合計漏えい率が 1.6×10-6 Pa･m3/s 以下であること。 

 

（３）未臨界検査 

バスケットについて、設計の材料特性（化学的性質、機械的性質）に適合すること、寸法（バ

スケットの内幅及びプレート厚さ）が許容範囲内であること、及び有意な変形、破損等の異常が

ないこと。 

 

（４）吊上荷重検査 

トラニオンの外観に有害な変形がないこと。 
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（５）模擬燃料集合体挿入検査 

バスケットへの模擬燃料集合体の挿入、取出しが支障なく行えること。 

 

（６）密封監視機能検査 

許容範囲以内で警報及び表示灯が作動すること。 

許容範囲は添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料４．「機能検査（密封監視機能検

査、除熱監視機能検査）における警報設定値」を参照のこと。 

 

（７）除熱監視機能検査 

許容範囲以内で警報及び表示灯が作動すること。 

許容範囲は添付資料－２「関連図書及び詳細手順」資料４．「機能検査（密封監視機能検

査、除熱監視機能検査）における警報設定値」を参照のこと。 

 

（８）外観・据付検査 

申請された全ての機器が実施計画に記載されているとおりに据付けられ、機能・性能に影響を

及ぼす表面のかき傷、クラック、変形等の有害な欠陥がないこと。 

 

 
Ⅶ．添付資料 

１．使用前検査成績書様式 

２．関連図書及び詳細手順 

資料１．実施計画（抜粋） 
資料２．耐圧・漏えい検査要領 
資料３．機能検査（気密漏えい検査）要領 
資料４．機能検査（密封監視機能検査、除熱監視機能検査）における警報設定値 
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添付資料－１ 

 

 

 

特定原子力施設検査成績書 

（使用前検査） 

 

東京電力ホールディングス株式会社 

福島第一原子力発電所 
 

 

 

 

 

工事の工程：構造、強度又は漏えいに係る試験をすることができる 
状態になった時 
設備の組立てが完了した時 
工事の計画に係る工事が完了した時 

対象設備 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 
使用済燃料乾式キャスク 
（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 
乾式キャスク支持架台 
コンクリートモジュール 

要領書番号：原規規収第 2102032 号 01 
 
 

 

   年  月 

 

原子力規制委員会 
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使 用 前 検 査 成 績 書 

１．施  設  名 東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所 

 

２．検査の種類 東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核

燃料物質の防護に関する規則第２０条第１項の表第一号、第二号及び

第三号に係る使用済燃料乾式キャスク仮保管設備の使用前検査 

 

３．検 査 申 請 使用前検査申請番号 

 

 

 

 

 

４．検 査 期 日 自      年  月  日 

 至      年  月  日 

 

５．検 査 場 所  

 

 

 

６．検査実施者 検査実施者一覧表のとおり 

 

７．検 査 結 果 検査結果一覧表のとおり 

 

８．添 付 資 料 （１）検査前確認事項 

 （２）材料検査記録 

 （３）寸法検査記録 

 （４）外観検査記録 

 （５）耐圧・漏えい検査記録 

 （６）機能検査（伝熱検査）記録 

 （７）機能検査（気密漏えい検査）記録 

 （８）機能検査（未臨界検査）記録 

 （９）機能検査（吊上荷重検査）記録 

 （10）機能検査（模擬燃料集合体挿入検査）記録 

 （11）機能検査（密封監視機能検査）記録 

 （12）機能検査（除熱監視機能検査）記録 

 （13）機能検査（外観・据付検査）記録 

 （14）検査用計器一覧表（立会分） 

 



 

 

1
0
 

検 査 実 施 者 一 覧 表 
 

検査年月日 原 子 力 検 査 官 検 査 立 会 責 任 者 特 記 事 項 

    年  月  日 

   

    年  月  日 

   

    年  月  日 

   



 

 

1
1
 

検 査 結 果 一 覧 表 

 
設備名：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲 材料検査 寸法検査 外観検査 耐圧・漏えい検査 備考 

使用済燃料乾式

キャスク 

（輸送貯蔵兼用

キャスクＢ） 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    



 

 

1
2
 

検 査 結 果 一 覧 表 

 
設備名：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲 
機能検査 

備考 
伝熱検査 気密漏えい検査 未臨界検査 吊上荷重検査 

使用済燃料乾式

キャスク 

（輸送貯蔵兼用

キャスクＢ） 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

 

    

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

 

    

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

 

    

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

 

    

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

 

    



 

 

1
3
 

検 査 結 果 一 覧 表 

 
設備名：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲 

機能検査 

備考 模擬燃料集合体 

挿入検査 
密封監視機能検査 除熱監視機能検査 

使用済燃料乾式キャスク 

（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

 

   

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

 

   

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

 

   

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 

 

   

年 

 月  日 

年 

 月  日 

年 

 月  日 
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検 査 結 果 一 覧 表 

 

設備名：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲 
機能検査 

備考 
外観・据付検査 

使用済燃料乾式キャスク 

（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

乾式キャスク支持架台 

コンクリートモジュール 

年  月  日 
 

 

年  月  日 
 

 

年  月  日 
 

 

年  月  日 
 

 

年  月  日 
 

 

年  月  日 
 

 

年  月  日 
 

 

年  月  日 
 

 

年  月  日 
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添付資料－（１）（１／８） 

 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 
 
 

検査場所：               

検査項目：共通事項 

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考 

本検査に係る使用前検査申請書

（変更申請を含む。）が準備され

ていることを確認する。※ 

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

検査をする工事の工程、期日及

び場所が申請書どおりであるこ

とを確認する。 

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

 

（※）使用前検査成績書の「３．検査申請」に申請番号（変更申請番号を含む。）を記載する。 
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添付資料－（１）（２／８） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

 
検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

検査項目：材料検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録（材料検査証明書含む）が

準備されていることを確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

検査項目 ：寸法検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   

 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

検査項目 ：外観検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   
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添付資料－（１）（３／８） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

検査項目：耐圧・漏えい検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   

系統構成されていることを確認する。 
立会又は 

記録 

現場又は 

品質記録等 
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添付資料－（１）（４／８） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

検査項目：機能検査（伝熱検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   

 

 

 

 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：機能検査（気密漏えい検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   
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添付資料－（１）（５／８） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

検査項目：機能検査（未臨界検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

 

 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：機能検査（吊上荷重検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   



 

20 

添付資料－（１）（６／８） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

検査項目：機能検査（模擬燃料集合体挿入検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：機能検査（密封監視機能検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   
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添付資料－（１）（７／８） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

検査項目：機能検査（除熱監視機能検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   
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添付資料－（１）（８／８） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

乾式キャスク支持架台、コンクリートモジュール 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

検査項目：機能検査（外観・据付検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   
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添付資料－（２） 

材料検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：              

名称 材 料 判定基準 結果 

キャスク 

容器 

胴 GLF1 

実施計画の

とおりであ

ること。 

 

一次蓋 GLF1 

底板※ GLF1 

バスケット B-SUS304P-1 

放射線 

遮へい材 

円筒部 

胴 GLF1 

中性子遮へい材 
レジン 

    

外筒  

底部 

底板※ GLF1 

中性子遮へい材 
レジン 

    

中性子遮へい材カバー SGV480 

蓋部 

一次蓋 GLF1 

中性子遮へい材 
レジン 

    

中性子遮へい材カバー  

二次蓋 SGV480 

備考 

申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ：  

 

 

 

 

 

 ※ 底板は胴と一体鍛造 
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添付資料－（３）（１／２） 

寸法検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：              

名称 公称値※(mm) 
許容寸法 

(mm) 

計測値 

(mm) 
結果 

キャスク 

容器 

全長 5320   

 

外径 2482   

胴内径 1664   

胴板厚さ    

底板厚さ    

一次蓋厚さ    

一次蓋外径 1910   

高さ 5320   

バスケット 

外径    

 

高さ    

内幅    

プレート厚さ    

判定基準：実施計画に記載されている各部の主要寸法の計測値が許容寸法を満足すること。 

備考 

＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

記録確認分については使用した検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 

※：実施計画記載値 
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添付資料－（３）（２／２） 

寸法検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：              

名称 
公称値※ 

(mm) 

許容寸法 

(mm) 

計測値 

(mm) 
結果 

放
射
線
遮
へ
い
材 

円
筒
部 

胴    

 

中性子遮へい材 

トラニオン周辺部以外 
   

中性子遮へい材 

トラニオン周辺部 
   

外筒    

底
部 

底板    

中性子遮へい材    

中性子遮へい材カバー    

蓋
部 

一次蓋    

中性子遮へい材    

中性子遮へい材カバー    

二次蓋    

判定基準：実施計画に記載されている各部の主要寸法の計測値が許容寸法を満足すること。 

備考 

＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については使用した検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 

※：実施計画記載値 
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添付資料－（４） 

外観検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号 名称 判定基準 結果 

  

有害な欠陥（表面かき傷、

摩耗、クラック、腐食、変

形等の欠陥のうち、機器の

健全性に影響を及ぼすも

の）がないこと。 

 

備考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ：  
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添付資料－（５）（１／２） 

 

耐圧・漏えい検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

検査時における容器の状態：組立前 

機器番号 
最高使用圧力 

（MPa） 

検査圧力 

（MPa） 

保持時間 

（分） 
結果 

 1.0    

判定基準 

耐圧検査 ：検査圧力に耐え、変形等の異常のないこと。 

漏えい検査：耐圧部から漏えいがないこと。 

備考 

 

耐圧検査、漏えい検査の方法：水圧 

 

＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については使用した検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－（５）（２／２） 

 

耐圧・漏えい検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

検査時における容器の状態：容器完成後 

機器番号 加圧方法 
最高使用圧力 

（MPa） 

検査圧力 

（MPa） 

保持時間 

（分） 
結果 

 

カバープレート

（ドレン）より

加圧 

1.0 

   

カバープレート

（ベント）より

加圧 

   

判定基準 

耐圧検査 ：検査圧力に耐え、変形等の異常のないこと。 

漏えい検査：耐圧部から漏えいがないこと。 

備考 

 

耐圧検査、漏えい検査の方法：水圧 

 

＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については使用した検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－（６） 

機能検査（伝熱検査）記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：              

検査範囲 
測定温度 

（℃） 

補正温度※ 

（℃） 
判定基準 結果 

胴内面   周囲温度を補正した温

度が最高使用温度以下

であること。 

 

最高使用温度 

胴内面：150℃ 

バスケット：260℃ 

 

バスケット    

備考 
 
※ 補正温度は環境温度を４５℃とする以下の補正式による。 

補正温度＝ 測定温度−測定環境温度 × 規定発熱量

計測発熱量
＋４５℃ 

 
測定環境温度：      ℃ 

計測発熱量 ：      ｋＷ 

規定発熱量 ：      ｋＷ 

 
 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－（７）（１／２） 

機能検査（気密漏えい検査）記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：              

検査時期：使用済燃料収納前 

検査範囲 
計測値 

（Pa･m3/s） 

合計漏えい率 

（Pa･m3/s） 
判定基準 結果 

一次蓋金属ガスケット部  

 

合計漏えい率が 

1.6×10-6 Pa･m3/s 

以下であること。 

 
一次蓋ベント用カバープレート 

金属ガスケット部  

一次蓋ドレン用カバープレート 

金属ガスケット部  

備考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－（７）（２／２） 

機能検査（気密漏えい検査）記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：              

検査時期：使用済燃料収納後 

検査範囲 
計測値 

（Pa･m3/s） 

合計漏えい率 

（Pa･m3/s） 
判定基準 結果 

一次蓋金属ガスケット部  

 

合計漏えい率が 

1.6×10-6 Pa･m3/s 

以下であること。 

 
一次蓋ベント用カバープレート 

金属ガスケット部  

一次蓋ドレン用カバープレート 

金属ガスケット部  

備考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－（８） 

機能検査（未臨界検査）記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：              

検査範囲 

実施計画 

記載値※１ 

（mm） 

許容寸法 

（mm） 

計測値 

（mm） 
判定基準 結果 

バスケット 

材料 

   設計の材料特性（化学的

性質、機械的性質）※２に

適合すること。 

 

寸法 

内幅    
寸法（バスケットの内幅

及びプレート厚さ）が許

容範囲内であること。 

 

プレート

厚さ 

 

 
  

外観 

   
有意な変形、破損等の異

常がないこと。 
 

備考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：（ ）は公称値を示す。 

※２：設計の材料特性（化学的性質、機械的性質）は、日本機械学会 事例規格「バスケット用ボロン

添加ステンレス鋼板 B-SUS304P-1 に関する規定」（JSME S FA-CC-004-1）を参照。 
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添付資料－（９） 

機能検査（吊上荷重検査）記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：              

検査範囲 

検査条件 

判定基準 結果 
検査荷重(t) 保持時間(分) 

上部トラニオン 

０° 

  

トラニオンの外

観に有害な変形

がないこと。 

 

１８０° 

９０° 

   

２７０° 

下部トラニオン 

９０° 

   

２７０° 

備考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－（10） 

機能検査（模擬燃料集合体挿入検査）記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号 判定基準 結果 

 
バスケットへの模擬燃料集合体の挿入、取出

しが支障なく行えること。 
 

備考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 
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添付資料－（11） 

機能検査（密封監視機能検査）記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号 計器番号 
設定値 

(kPa abs) 

許容範囲 

(kPa abs) 

動作値 

(kPa abs) 

警報 
結果 

表示名称 表示場所 

 

 

250 

 

 

 

 

   

  

 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

  

  

判定基準：許容範囲以内で警報及び表示灯が作動すること。 

備考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－（12） 

機能検査（除熱監視機能検査）記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号 計器番号 
設定値 

(℃) 

許容範囲 

(℃) 

動作値 

(℃) 

警報 
結果 

表示名称 表示場所 

  

79 

 

 

 

 

   

   

   

   

   

判定基準：許容範囲以内で警報及び表示灯が作動すること。 

備考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－（13） 

機能検査（外観・据付検査）記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

乾式キャスク支持架台、コンクリートモジュール 

機器番号 判定基準 結果 

 

申請された全ての機器が実施計画に記

載されているとおりに据付けられ、機

能・性能に影響を及ぼす表面のかき傷、

クラック、変形等の有害な欠陥がない

こと。 

 

備考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ： 
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添付資料－（14） 

検査用計器一覧表（立会分） 

 
検査年月日：    年  月  日 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

 

検査項目 計器名称 計器番号 
校正年月日 

有効期限 
備考 
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添付資料－２ 

 

関連図書及び詳細手順 
 

 

 

資料１．実施計画（抜粋） 
資料２．耐圧・漏えい検査要領 
資料３．機能検査（気密漏えい検査）要領 
資料４．機能検査（密封監視機能検査、除熱監視機能検査）における警報設定値 

 
 

注）資料１．は実施計画の情報をもとに作成、資料２．、資料３．及び資料４．は申請者の情報を  

もとに作成した資料である。 
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資料１．（1／12） 

実施計画（抜粋） 

 

2.13 使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

2.13.1 基本設計 

2.13.1.5 主要な機器 
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資料１．（2／12） 

 

  
 

(2) 乾式キャスク 
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資料１．（3／12） 
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資料１．（4／12） 
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資料１．（5／12） 

 

 



 

45 

資料１．（6／12） 
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資料１．（7／12） 
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資料１．（8／12） 
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資料１．（9／12） 
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資料１．（10／12） 

 

別冊８－Ⅱ 乾式キャスク仮保管設備に関する要目表（抜粋） 
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資料１．（11／12） 
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資料１．（12／12） 
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 資料２． 

 

耐圧・漏えい検査要領 

 

設備名  ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査対象 ：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

 

１．昇降圧曲線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．検査条件 

 

検 査 範 囲 
最高使用圧力 

（MPa） 

耐圧検査圧力 

漏えい検査圧力 

（MPa） 

耐圧検査 

保持時間 

（分） 

水圧・気

圧の区分 

組立前 

1.0 1.25 10 水圧 

容器 

完成後 

カバープレート（ドレン）

より加圧 

カバープレート（ベント）

より加圧 

時間 

圧
力

 

   

 

 
漏えい検査 耐圧検査 

（圧力保持） 
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資料３． 

 

機能検査（気密漏えい検査）要領 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査対象：使用済燃料乾式キャスク（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

漏えい率測定方法 

 

① 一次蓋金属ガスケット部 

容器内部を 0.004 MPa abs 以下まで排気後、ヘリウムガスを 0.0448 MPa abs 以上充填し、

一次蓋金属ガスケット部からのヘリウムガスの漏えい率(L1)をヘリウムリークディテクタで

測定する。 

 

② 一次蓋ベント用及びドレン用カバープレート金属ガスケット部 

一次蓋ベント用及びドレン用カバープレート金属ガスケット部を真空ポンプ等により 

100 Pa abs 以下に減圧し、10 分間以上放置して圧力変化を測定し以下の計算式により 

漏えい率(L2)を算出する。 

 

（計算式） 

＝ × − × 1.45 
ここで、 

L2 ：漏えい率（Pa･m3/s of air at 25℃） 

V ：測定系内の体積（m3） 

TS ：298K（25℃） 

S ：放置時間（秒） 

P1 ：放置前の圧力(Pa abs) 

P2 ：放置後の圧力（Pa abs) 

T1 ：放置前の温度(K) 

T2 ：放置後の温度(K) 
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資料４． 

 
 

機能検査（密封監視機能検査、除熱監視機能検査）における警報設定値 

 

 

 

密封監視装置警報設定値 

監視対象設備 警報設定値(kPa abs) 許容範囲(kPa abs) 

輸送貯蔵兼用キャスク B 250    

 

 

 

除熱監視装置警報設定値 

監視対象設備 警報設定値(℃) 許容範囲(℃) 

輸送貯蔵兼用キャスク B 79    

 


